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　あなたが英語をマスターしようとするとき，大切なことは次の２つです。

① 英語と日本語の違いはどこにあるのかを知り，英語を学ぶときはいつも英語の

ルールに従って，ものを考えられるようにする。

② まず，各ステップの内容を理解する。次に，その内容がスラスラと口をついて出

てくるようになるまで，何回もくり返し練習する。

　①の例としてまず挙げられることは，英語の語順に注意することです。例えば「僕

は / 朝 / 学校へ / 行く」という文を英語に直すとき，英語では [ 僕は / 行く / 学

校へ / 朝 ] と考えます。このことを知るだけで，スラスラと英作文ができるように

なります。

　本書ではそのように，英語を学ぶ上でのポイントをわかりやすく解説しています。

　また②については，本書では各ステップのあとの練習問題を豊富にのせているこ

とで対応しています。それを根気よくやりとげれば自然に英語がマスターできます。

　ぜひ以上のことを頭に置いて勉強して下さい。そして次のような使い方を守り，

本書をやりとげて下さい。そうすれば，必ず英語を得意科目にすることができます。

はじめに

■本書の使い方

各ステップごとにある基本文を何回か読み，英文の意味をつかみましょう。次に

赤ペンなどで，グレーの部分をなぞり書きし，ポイントを頭に入れましょう。

基本文の下の説明を読み，１．と同様にグレーで書かれている大切な用語やポイン

トをなぞり書きしながら覚えましょう。

次に「トライ ｣を順々にこなしましょう。これによって確実に文法の重要ポイント

が身につきます。

それができたら，「単元のまとめ」「練習問題」に進みましょう。ここでもその単元

の重要ポイントが何回も出てきます。これによって大切なことが自然に覚えられ

るでしょう。

最後は「ハイスピード演習」に挑戦しましょう。このコーナーでは，その単元の内

容だけでなく，今までに習った文法事項も復習として出てきます。ここでは，文

を見た瞬間に答えが口からスラスラ出てくるまで，くり返し練習しましょう。そ

れができれば，あなたの英語力は本物になっていると言えます。

５．

４．

３．

２．

１．

　以上の注意を守り，本書を完全にやりとげて下さい。そうすれば，英語の土台は完全に

できあがります。あなたが本書を通じ，英語を得意科目の１つにすることを願っています。
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（１）old －  －  

（２）hot －  －  

（３）nice －  －  

（４）young －  －  

（５）long －  －  

（６）tall －  －  

（７）easy －  －  

（８）large －  －  

（９）small －  －  

（10）big －  －  

（11）happy －  －  

（12）fast －  －  

英語の形容詞や副詞は，原級  比較級  最上級 と形が変化する。（  →  →  ）（１）

右の表を参考にして，次の形容詞

や副詞の比較級，最上級を  

に書きなさい。

比較級 とはふつう，原級に er がついた形である。ＡとＢの人を比べて，ＢのほうがＡよ

りも「 より高い 」というときには，tallの比較級である taller という言葉を使う。（ →  ）

（２）

〈 基本単語 〉

最上級 とはふつう，原級に est がついた形である。３人以上の人を比べて，Ｃが「 一番

高い 」というときには，tallの最上級である tallest という言葉を使う。（ →  ）

（３）

比較級 最上級

もとの形

・tall［トール］（背などが）高い　

・young［ヤ′ング］若い　・small［スモール］小さい

・fast［ふァスト］速い
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〈 基本文 〉

次の英文を日本文にしなさい。

（１）My bag is smaller than yours.

 

（２）English is easier than math.

 

（３）Your father is older than Mr. Brown.

  

（４）It is warmer in Okayama than in Hokkaido.

  

（５）I go to bed earlier than my mother.

 

（１）私たちの学校はあなたの学校より古いです。（ is / our / than / school / yours ）

  

（　　）内の語句に一語を加えて並べかえ，日本文にあう英文を  に書きなさい。

（２）英語は中国語より簡単です。（ than / is / English / Chinese ）

  

（３）彼女は私より若いです。（ than / she / is / younger ）

  

（４）私は父よりも早く起きます。（ than / get / my / I / up / father ）

  

＊
＊副詞の比較級である。

２つのものや人を比べて「…より（も）～だ」というとき， 〔 比較級 ＋ than ～〕の形で表す。（１）

比較級に続く than は「～より」という意味を表す接続詞である。  の文をくわしく言うと，

Tom is taller than I am tall .である。よって，thanの後の代名詞は「 主格 」の Iを使う。

（２）

（ →  ）

・than［ざン］～より　・warm［ウォーム］暖かい

ここが省略された
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〈 基本文 〉

３つ以上のものや人を比べて「… の中で一番 ～だ」というとき，

〔 the ＋ 最上級 ＋ in（ of ）…〕の形で表す。（ →  ）

（１）

「…の中で」というとき，後が 範囲 を表す語句なら in ，複数 を表す語句なら of を使

う。  の in the classは「クラスという範囲 の中で 」という意味なので，前置詞 in を使う。

（２）

副詞の最上級の前には theをつけなくてもよい。（ →  ）（３）

次の語句が「～の中で」という意味になるように，  に in か of のどちらかを入れな

さい。

（１）  the family （２）  the three （３）  all

（４）  Canada （５）  his school （６）  the six

（１）My father is the busiest　in my family.

 

（２）August is the hottest month　in Japan.

 

（３）He is the youngest　of the three.

  

（４）This bag is the smallest　of all.

  

（５）Mt. Fuji is the highest mountain　in Japan.

  

（６）I am the happiest　in the world.

  

次の英文を日本文にしなさい。
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（１）私の父は家族の中で一番背が高いです。（ is / father / my / my / the / in / family ）

 

（　　）内の語句に一語を加えて並べかえ，日本文にあう英文を  に書きなさい。

（２）この犬は３匹の中で一番大きいです。（ dog / the / this / is / the / biggest / three ）

 

（３）その問題はすべての中で最も簡単です。（ all / problem / the / the / is / of ）

 

（４）トムはクラスの中で一番速く走ります。（ fastest / Tom / class / runs / his ）

 

〈 基本文 〉

比較級の場合は，〔more＋形容詞（副詞）＋ than〕の形で表す。（ →  ，  ）（２）

diff icultや quicklyのようにつづりの長い語を使った比較級や最上級は，前に more や 

most をつけて作る。（ →  ，  ，  ）

（１）

（１）Baseball is more popular than soccer in Japan.

  

（２）He walked more slowly than I.

  

（３）This question is more diff icult than that one.

  

次の英文を日本文にしなさい。

・problem［プろ′ブレム］問題　・quickly［クイ′ックリー］速く

・popular［ポ′ピュラー］人気のある　・important［インポ′ータント］大切な

・useful［ユ′ースふル］役に立つ

最上級の場合は，〔 the＋most＋形容詞（副詞）＋ in（ of ）〕の形で表す。（ →  ）（３）
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■ （　　）内の語句を並べかえ，日本文にあう英文を  に書きなさい。

■ 次の  に適当な英語を記入しなさい。

（１）形容詞や副詞の比較級は，ふつう原級の語尾に 
①
   をつけて作る。

「…よりも～だ」という比較級の文は〔比較級＋ 
②
   …〕の形で表す。

１．用語やポイントチェック

２．基本文チェック

（１）トムは私より背が高いです。（ taller / Tom / I / is / than ）

  

（２）形容詞や副詞の最上級は，ふつう原級の語尾に 
①
   をつけて作る。

「一番～だ」という最上級の文は，最上級の前に 
②
   をつける。

（３）最上級の文で，「クラスの中で」という場合は 
①
    the classとなり，「５人の中で」

という場合は 
②
   the f iveとなる。

（４）diff icultのように，つづりの長い語を使った比較級は，その前に ①   をつけ，

最上級は，その前に 
②
   をつけて作る。

（３）中国語は英語よりも難しいです。

（ dif f icult / Chinese / more / English / is / than ）

  

（５）あなたのかばんと私のとでは，どちらが大きいですか。  私のです。

（ bigger / bag / which / your / or / is / mine ）  （ is / mine ）

  

（２）トムはクラスの中で一番背が高いです。

（ is / tallest / in / Tom / the / his / class ）

  

（４）数学はすべての中で最も難しい教科です。

（ dif f icult / is / of / most / math / the / subject / all ）

  

（６）すべての中で，どれが一番長い川ですか。

（ river / is / all / which / the / of / longest ）
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